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振動水柱型波力発電装置の並列配置効果の研究

堀田 平*1 宮崎武晃*1 鷲尾幸久*1

林秀明*2

波力発電装置により多くの波エネルギーを吸収しようとするなら，装置の最適規

模が限定されているため，複数の装置を設置する必要がある。一方，複数のエネル

ギー吸収装置を適切に並列配置する乙とによって一基あたりのエネルギー吸収効率

が向上する乙とは，アンテナ工学などで良く知られている。

そこで本研究では，底板なし，底板付きおよびハーパー付き固定空気室についてー

複数の装置を波峰方向に種々の間隔で並列に配置した時の規則波中における波エネ

ルギー吸収効率特性に与える効果を基本モデルを用いた水槽実験によって調べた。

その結果，波エネノレギー吸収効率は，ハーパーを取り付けることにより向上し，

さらに複数のこの空気室を空気室幅程度離して並列配置するととにより三次元効果

が現われ，マルチレゾナンス型波エネルギー吸収装置として，全周波数領域に亘っ

て吸収効率が向上し，効果的であることが明らかになった。

A Study on Effects of Parallel Arrangement 

of OWc. Wave Power Devices 

Hitoshi Hotta *3 Takeaki Miyazaki *3 Yu組hisaWashio*3 

Hideaki Hayashi *4 

For maximum power from waves， a number of devices are needed 

because the optimum sca1e of each device is flxed. It is a1ready known from 

such flelds as antenna engineering that the efficiency of energy absorption 

can be lncreased by establishing the optimum para11el arrangement of the 

energy absorption devices. 

In this study， the authors examined the wave power absorption of a 

fixed air chamber without bottom plate， with bottom plate and with 

“harbour ，" by means of model tests in a wave tank， and investigated how the 

para11el arrangement of the devices in regular waves affected the characteris-

tics of wave enerあrabsorption. 

1 t was found that the wave energy absorption efflciency is increased by 

the use of a“harbour ，" and that the devices become “multi-resonance-type 
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wave power devices" through the three-dimensional effect obtained when the 

air chambers with harbour are sett1ed at intervals approximately the same 

width as the air chambers. 

1.はじめに

近年，沿岸域とりわけ離島および港湾地域にお

けるエネルギー供給の手段のーっとして，クリー

ンな自然エネルギーである波のエネルギーを利用

するシステムの開発が盛んになり，各所i乙実用規

模の装置が計画・建造されている。なかでも，海

岸の自然地形を利用して設置できる「沿岸固定式

波力発電装置Jもしくは消波効果まで期待できる

空気防波堤ケーソン式のような空気タービン式振

動水柱型波力発電装置は，メカニズムが簡単であ

るため，建造コストが比較的安価であるうえに維

持 ・管理が容易であることから，コンパクトな電

力供給源として実用化ヘ最短距離にあると考えら

れており，数多くの研究・開発が推進されている。

しかしながら，乙の形式の装置は，空気タービ

ン性能，波峰長さ，堤体構造強度および発電コス

トなどの問題から 一基当りの規模に限界があり

したがって需要に応じて複数の装置を備えなけれ

ばならない。一方，電波工学におけるアンテナ理

論のように，波動中に複数の装置を適切な間隔で

並べる ζとにより装置聞の相互影響が生じ，波動

エネノレギー吸収効率が向上するとされている。乙

のメカニズムが波浪エネルギー吸収へも適用され

るのであれば，より少ない装置で多くの波エネル

ギーを吸収する乙とが可能となり，利用コストが

低減する乙とになる。

乙れに対し，とれまで，沿岸もしくは海洋中に

孤立した装置および堤体に組み込まれた装置に関

しては，いずれも単独の装置についての研究は数

多く行われているものの，複数の装置を設置した

ときの現象および効果について研究された例は殆

んどない。そ乙で，著者らは，複数の振動水柱型

波力発電装置を波峰方向に並列に配置したときの

基本現象を明らかにするため，基本モデルを用い

た水槽実験および理論計算を行い，解析を行った。

88 

本報では，乙れらの概要を紹介し，それから考察

される諸現象と効果について報告する。

2. 固定式振動水柱型波力発電装置

「海明Jのような浮体式振動水柱型波力発電装置
に対し，海岸岩礁の自然地形を利用して設置され

た沿岸田定式波力発電装置を固定式振動水柱型波

力発電装置と称する。また，乙の型式の装置には，

乙の他に，防波堤や護岸に組み込まれた方式の装

置の設置が現在検討されている。

2. 1 沿岸固定式波力発電装置

昭和58年9月に，山形県鶴岡市三瀬の海岸岩礁

に，沿岸固定式波力発電装置は設置され，翌年3

月末まで発電試験および各種の計測が行われた1)-

6)。乙の装置の断面を図1に，設備状況を図2~乙

示す。本万式の装置は，波エネルギーから空気エ

ネノレギーへの一次変換工程を行う空気室としての

堤体ケーソンおよび空気エネノレギーから電気エネ

ルギーへの二次変換工程を行う空気タービン ・発

電機とからなっている。

タービン・発電機 非常開問弁

堤体ケーソン

図1 沿岸固定式波力発電装置の断面概略図

A sectional plan of the shore fixed type 

Wave power generator 
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図2 沿岸固定式波力発電装置の設置状況

lnstalled condition of the shore fixed type 

wave power generator 

堤体ケーソンの主要寸法は，幅約8.1m，奥行

約7m，カーテンウオ ール深さ約0.65m，空気室

水線面積約50m2である。一方，空気タービンには，

直径約 1.3 m， NACA 0021， チップソリディテ

ィ約0.63のタンデムウェルズタービンを，発電機に

は定格出力40kw，定格回転数 1792rpmの同期発

電気を使用した。 7)

乙の装置の発電試験が行われた10月から 3月ま

での聞の沖合における 1/3有義波高の平約値は

約1.8m，同周期の平均値は約6.9秒であり， 乙

れに対し，乙の期間中における平均発電出力は，

11.3kwを達成した。 装置への入射波の多くは砕

波である乙とを考慮すると，本装置の発電効率は

乙の結果より20--30%と推定され，乙れによって

本方式の波力発電装置の実用化へ大きな一歩を標

す乙とになった。

2. 2 波力発電ケーソン防波堤8)

波力発電ケーソン防波堤は，防波堤としての機

能を併せ持つ波エネルギ一変換装置で‘あり，主に

運輸省港湾技術研究所において研究されている 8}

-11)。波力発電ケーソン防波堤は，図3，ζ示すよ
うに，空気室と呼ばれる中空の箱状の部分からな

る。また，空気室の前壁はカーテンウオールとな

っており，波が空気室に侵入できるように関口部

を有する。

波力発電ケーソンは防波堤や護岸に用いられ，

防波の機能と同時に発電の機能を持っととから，

一つの機能当りのコストが低減できるとされてい
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空気室 ノズル ター ビン・発電機

カーテン・ウォ ーJレ
ケーソン

マウンド

図3 波力発電ケーソン防波堤

Caisson breakewater With wave power 

extraction 

る。また，波力発電ケーソンは波のエネルギーを

吸収するために，通常のケーソンよりも作用する

波力は小さく，反射する波も越波量も小さいとい

う，防波堤のケーソンとしても有利な構造と考え

られている。

2.3 ハーパー付き空気室

振動水柱型波力発電装置の一次変換装置である

空気室は，図4~と示すように，底の無い箱が適宜

な深さに没水したものである。「海明」型のよう

に，底板の無い形式は振動水柱運動が対称運動型

と呼ばれる装置となり， 二次元理論上の最大の効

率は50労である。

一方，図5~L示すように，乙れに底板を取り付

けると非対称運動型と呼ばれる装置となり，乙の

場合の二次元最大効率は 100%に達する。ただし

このような底板付き空気室も最大効率を呈するの

は，水柱の共振点1点のみである。そ乙で，乙の

ノズル

空気室

4-
波

マ

振動水柱

図4 振動水柱型波エネルギー吸収装置

の概念図(対称運動型)

Sc.heme of OWC wave power aevice 

Csymrnetrioal moti∞type) 
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空気ターピン・発電線

B Lh 
aE 
波

ハーパー

Hd 

底板

図5 振動水柱型波エネルギー吸収装置

の概念図(非対称運動型)

Scheme of OWC wave power device 

(non -symmetrical motion type) 

共振状態の現われる周波数範囲を広げるために，

図5中に示すようなハーパーが考案された。ハー

ノてーとは，空気室の側壁が前万に突き出された

"projecting wall H によって固まれた部分を称す。

乙れを付ける乙とにより，振動水柱質量を増加さ

せるため共振周期が長周期側に移行すると同時に4

装置側方からの波エネノレギーの吸収性能を高める

乙とができ，マルチレゾナンスタイプの波エネル

ギー吸収装置となるとされている。

3.理 論

3. 1 C losed form theory 

振動水柱型波力発電装置の負荷をこ乙ではノ

ズル負荷として扱う。空気室内空気の圧縮性およ

び空気室内に発生する定常波を考慮する計算法と

して，空気室の関口部面における質量およびエネ

ルギーの保存則から導く Takahashi11) らの方法

を用いて，図6，乙示すように空気室が着底せず，

水中のやぐらに固定された状態で， projecting 

wallが付かない。 (L=0)の場合について応用す

る。乙の様な場合，空気室の空気出力効率可は，

入射波振幅を Gとして，次式で得られる。

ηκp  o Bo (0 2 . 
= 、 ・一一一一一一一 slnστ・cosστ
ρ'w g Du cg (i …… (1) 
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乙乙で， ρw:水の密度

g :重力加速度

/C :比孝弘比 (cp/cv)

Cp;定圧比熱

Cv :定容比熱

p 0 :大気圧

σ :波周波数

Cg :波の郡速度

ζ。:空気室内波面変動振幅

またわとらは次式のように結び、つけられる。

'1 = 0.5 [αβSln σTCOSσr + kB}2 
+ {α!k'COS2στ+hB/tan h B}2〕÷… (2)

乙ζで， α=/Cpo/ρwgDo 

fk = 
2cosh k Db・sinhk Dω 
ー= ….(3) cosh kDw • sinh k Dω+ kDw 
k;波数 (=σ2/g) 

一方，σTは次式より得られる。

στ= co S -1 ( i:..J 1 + e 2ーと) …・(4)

乙乙で，
CP To Do 

c= (Cd・ε)2(k-l)一一一τ・一一… (5)
(σDo)2 ，。

ω:縮流係数
ε :ノズノレ比 (=Sn/Sw)

Sn:ノズル面積

Sw' :空気室面積

To :大気温度(絶対温度)
数値計算iとより，(2)式を用いれの近似値を求

め(1)式に代入し守を求める。

3.2 ハーパー効果

3. 2. 1 無限水面中

projecting wallが空気室に取り付けられない場

合 (L>0)については，入射波 (rがprojecting

wallによって増加したとして，前記と同様の方法

で求める。

入射波(1は空気室に入射して一部が空気エネノレ

ギーとして取り出された後，一部は反射波として

projecting wall内を進行する。反射波振幅(rは

反射波係数をrとすると次式で表わされる。

'r =r( 1 ………… (6) 

projecting wallの先端まで進行した波は，先

端において無限領域に発散するとともに，一部は

反射されて再びprojectingwall内を空気室万向

に進行していくと仮定したCountら 13) の方式に
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よると，乙の時の反射係数をRとすると，

よって生じた進行波の波高 (r'は

(r' = rR (' 1 ……… (7) 

乙れに

であり，乙れが入射波に重ね合わせられて，再び

空気室へ入射してくる。

乙れが繰り返されるのであるから， rおよびR

が周波数のみに依存する値であるとすると， (~ 

が重ね合わせられた入射波の波高({は次式で表

わされる。

ぐ戸{1 +玄 CrR/ }ζI -・・・・・・・・ (8) 

乙乙でrは空気室内水塊(図1中の斜線部)の発

散波振幅比であり， 一万， RはNobel14)によれば

a =A/2として，次式で求められるとしている。
R = e-kae2ik(L+.l)……. . .・ H ・..… (9) 

また，fは、付加長さグと呼ばれ，次式で求めら

れている。

f(ka) 1 I . .. 2π¥ 
一一一 =;r:-l{1-r+1ogァ)。 ¥ Ra / 

乙乙で，

ー(初)三(sitz-Z)ω
r ;オイラ一定数 c.0_ 5772 ) 

projecting wall 

RはWienerHopf 

る。

iと平行な水路中においては，

の方法を用いて次のようにな

Rニー(1一μ)e2iK(L+.l) ………………・U1)
乙乙で， μ=a/b，ka <πであり，乙 の場合の

‘付加長さ".eは次式iとて得られる。

Nozzle 

/ 
。

吋 \ 。:\d\ 匂 \cj\ 匂 '~~， ~ '"'''' ~ -" "~叫 e

、。

jiji!:Hjj):トピ
℃、

図6 底板なし固定空気室概略図

Scheme of a fixed air chamber 

without botiom 

Nozzfe 

8011四n Plate な、

図7 底板付き固定空気室概略図

Scheme of a fixed air chamber 

with bottom plate 

f(kα) _1(. _1. /.. '_1. /.. '_11 ∞ f _;_-1μ一lkαhα-1μ一1叱(1一μ)kαl
α =勺π-1守引い{わい10同ogυμ-1斗+川州(1ト一寸μ)以ννμ〆〆-→11同O勾似g(αl一1μ)-1斗千中トトい?十+主三引1isin τ7 一Sln町ωn-斗1Z不二一m 仰 J 

4.実験

4. 1 供試模型

実験に使用した供試模型は次に示す3種類であ

る。なお，ノズル比はいずれも1/100である。

1 )底板なし固定空気室

本体は図6，ζ示すように幅B=45cm ，長さ L
= 397.8cm，高さ h= 70 crn，の底のない長方

形の箱であり，それを9つの空気室内圧力変動を

測定するためにガス口がそれぞれ取り付けられて

いる。

JAMSTECTR 17 ( 1986 ) 

• •• •• • (12) 

HOUl・

制抑制¥ふ， 、

ハーパー付き固定空気室概略図図8

Scheme of a fixed air cham ber 

with harbour 
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2)底板付固定空気室

図?に底板付固定空気室の概要を，写真 1にそ

の外観を示す。底板は，底板深さ Hdだけ，波入

射万向に関口している。

3 )ハーパー付固定空気室

図8~乙ハーパー付固定空気室の概要を，写真 2

にその外観を示す。空気室の隔壁の前方に突き出

した鉛直壁 (projectingwall)によって固まれた

と乙ろをハーパーと呼ぶ。乙の高さは，喫水Dと

底板深さ Hdの和より十分高く，空気室全面に生

じる定常波が乙れを越えて，側方に流出しないよ

うにしてある。

乙れらの模型は，水槽中の消波装置直前に堅固

に固定された。

4. 2 実験装置および模型

実験には，海洋科学技術センター内の波動水槽

(長さ40m，幅4m，水深2m)を使用し，波高約

5cm，周期約0.8秒から約4秒の規則波を約 20

から30種造波して，計測を行った。
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写真1 底板付き固定空気室

Fixed air cham ber wi th bottom plate 

写真2 ハーパー付き固定空気室

Fixed air chamber with harbour 

計測は，模型前方約25mの水槽中央において容

量式波高計を用いて入射波について，またノズノレ

開放空気室において圧力計を用いて空気室内圧力

について行った。

ただし模型によって反射された波が，入射波

測定用波高計に再入射するまでの時間だけ造波を

行い，模型には造波板で再反射された波が重ね合

わせて入射する乙とがないようにした。また造波

を行なうにも十分に水面が静穏になってから実験

を行なった。

4. 3 実験条件

4. 1 ~r示した 3 種の供試模型について，図 6-­

図8中に示す空気室天端のノズ、ノレ孔を，表1~と示

すような組み合わせで開閉して，実験を行った。

表 1中において，空気室間隔Aは全てのノズル

を開放した状態であり，あたかも一つの水槽幅の

空気室を設置した時と同様に取り扱う ζとができ，

したがって二次元状態となる。一方， Bは一つお

きに， cは二つおきに，そしてFは中央の空気室
のみについてノズルを開放した状態であり，いず

れもノズ、ルが開放された空気室，即ち波エネノレギ

ー吸収を行う空気室は，その側方からの影響を受

け，三次元状態となる。

表 1 空気室の並列配置状態

P ararell arrangement 

of air chambers 

(0 :開放. X:閉鎖)

空気室 空気室間
空気 番号 1 2 3 456  789  
室間隔 距離 m 

A o 0 0 0 000  0 0 O. 44 
B o X 0 X 0 X 0 X 0 0.88 
C X 0 X X 0 X X 0 X 1. 32 

F X X X X 0 X X X X 4.00 

4.4 解析方法

マルチペンレコーダーに記録されたデータをも

とに，以下に示す諸式を用いて各空気室の比圧力，

および波エネノレギー吸収効率を求めたJ5)

空気室内の水面が常~CJk平であり，その上下変

動により変化する空気室内空気量が全てノズルを

通して流入・流出するとすれば，

JAMSTECTR 17 (1986) 



Q=Aω・ ((t) …… (13) 
乙乙で，Q ;ノズルを通る空気流量

Aw;空気室内水線面積

ぐ ;水柱上下揺れ速度

したがって，ノズノレを通過する速度 は

Vn = Q/ S' …… (14) 
ζ乙で， S'はノズノレ面積にノズ、ル縮流係数を乗じ

た値である。空気流が速度Vnで通過する時，そ

乙lζ生じる動圧Pdは，

Pd =今・Vn・IVnl (15) 

乙乙で，Pa ;空気密度(15
0

C;0.125k9/nf) 

一方流動する物体の持つエネルギーLは，ノズ

ル断面を単位時聞に通過する流体流量とその断面

におよぼす圧力の積であるから，

L = P • Q [ kg • m / S J 

乙乙で，

Vn =J2Pd/ρa 

(16) 

(17) 

Q=Vn .S'=♂/ Pa • S' • J"万..…. (18) 

であるから，P' . Pd とすると， (l3)式および(15)式

より振動水柱が行う仕事Wは次式で得られる。

W=  P ."，r訂E-s'・五;
=♂万;-S'-pJ[kg・m/SJ……(19)

さてPdは値としては，前述したようにピーク

値を用るのであるから，それを用いて時間平均の

値を求めなければならない。(15)式に示すように仰

は，ノズノレ通過速度九の二乗に比例するから，

Vnは流速振幅Vaを用いて，

V n = Va • sin ωt ω) 
で表わされるとすれば，Pdは圧力振幅んを用い

ると

Pd = Pa ・sin2ωf

となる。

。1)
一方，(19)式に示すように吸収エネルギーは，Pd 
3/2乗に比例するから，その時間的平均値 Wm

周期を Tω として，

Wm=去SOT叩 a-U21MMt|df

JAMSTECTR 17 (1986) 

= Cm♂万;.r-pj

乙乙で，Cmは次に示す平均化定数である。

Cm-手fTWIsぽ ωtI dt 
iω・10

均 0.4244

(22) 

。3)
さて，入射してくる波のもつエネルギ-ーに対する

出力エネルギーの比，つまり出力効率を求める。

まず単位幅あたりの波の持つエネルギーは，16}

E=÷ρω・g.n • C • H~ ・ 九
ここで， ρw;海水密度

g ;重力加速度

C ;波速

Hw;波高

Tw;波周期

(24) 

一方.本研究においては入射波を深海波としてい

るので，

n寸，c =匂/砂九
とすると

E=.!!..竺乏2 ・ H~ • Tw [kg. m/SJ …… (25) 32π 

乙れを用い，空気室の波エネノレギー吸収効率でtあ

るエネノレギー吸収幅比Cabsorbedwidth ratio) 

ηは，装置幅をBとして，

マ=W m/E. B 

とする。

5. 結果および考察

(a) 

波周期に対する波エネルギー吸収幅比Cabsorbed

width ratio 川の特性を用い，各条件について，

考察を行う。なお 特性図中に示すフ。ロット実験

値である。また，実線は，3. ~乙示す方法で得られ

た計算値であり 空気室間隔Aの二次元状態に相

当するJ7)

5. 1 底板なし固定空気室

底板なし固定空気室による波エネノレギー吸収特

性を図9~L示す。乙れより，振動水柱の上下揺れ

によって発生する発散波が最も大きい共振周期

(約1.8秒)付近においても，空気室間隔の違い

による影響は小さい乙とが判る。乙れより，乙の
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ような二次元対称運動型の装置では並列配置によ

る効果は小さい乙とが明らかになった。

5. 2 底板付き固定空気室

底板付き固定空気室による波エネノレギー吸収特

性を図10に示す。乙れより，底板を付けることに
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よって並列配置による効果として各空気室の側方

からの波エネルギー吸収が行われ，ノズノレ孔の開

いた，すなわち波エネノレギーを吸収する空気室の

間隔にほぼ比例して吸収効率が向上する乙とが判

った。 ζれより，このような非対称運動型の装置

は三次元効果が現われる ζとが明らかになった。

一方，各空気室間隔A，B， CおよびFについ

て，波周期約1.9秒付近iζ出現する各々の最大効

率をノ ズノレ開放空気室の中心間距離に対してプロ

ットすると図11~(示すような特性となる。なお，

F については水槽側壁による鏡像効果を考慮して

4mとした。乙れより，空気室間隔の2倍程度を

あけて複数の空気室を設置すれば，十分に並列配

置による効果がある 乙とが明らかiとなった。

5.3 ハーパー付き固定空気室

ハーパー付き固定空気室による波エネノレギー吸

収特性として，ハーパー長さ (Lh) 45cmの状態

について図12'乙 90cmの状態について図13~(示す。

乙れより，底板に加えて更にハーパーを取付け

る乙とにより，三次元効果は一層顕著になり，底

板なし空気室に比べて全周波数領域に亘って効率

は大きく向上する乙とが判った。乙れは，各空気

室の側方から波エネルギー吸収がハーバ一部にお

いても行われたためと考えられる。

また，ハーバー長さ (Lh)が空気室奥行と同

JAMSTECTR 17 (1986) 
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一方，図11と同様に，ハーパー長さ90cmのハー

バー付き固定空気室について，波周期約2.5秒付

近に出現する吸収効率のピーク値の空気室間隔に

対する特性をプロッ卜したものを図14~ζ示す。

れより，ハーバー付き固定空気室の場合には，空

気室幅と同程度の間隔をあけて空気室を設置する

ことにより ，十分に並列効果が期待できる乙とが

明らかになった。

5.4 空気室形状による効果

底板なし，底板付きおよび、ハーバー付きの 3種

の固定空気室の波エネノレギー吸収特性について，

空気室間隔Aすなわち二次元状態のときの値を図

15 '<=，空気室間隔Fすなわち三次元状態のときの

値を図16~<=示す。

乙れらより，振動水柱運動が非対称運動型とな

るほうが波エネルギー吸収効率は高く，そのなか

でもハーパーを取り付ける乙とによって長周期領

域にまで効率が向上する乙とが確認された。

乙の現像は二次元状態iζ比べ三次元状態は一層

顕著であり，とりわけハーパー付き固定空気室を

適切な間隔だけ離して並列に配置する乙とによ っ

「マノレチレゾナンス型Jと呼ばれる波エネルギ

ー吸収装置となり，広い波周波数領域に亘って吸

こ

ハーバー付き固定空気室の波エネノレギー

吸収特性(1)

Characteristics of wave power 

absorption by the fixed air chamber 

with bottom plate (1) 

図12
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収効率を向上する乙とができ，効果的であること

が明らかになった。

6.結言

並列配置された底板なし，底板付きおよび、ハー

バー付き固定空気室の基本モデルを用いた規則波

96 

中波エネルギー吸収特性試験により，次のような

知見を得た。

1 )従来の固定空気室に底板さらにノ、ーパーを

取り付ける乙とにより，全周波数領域に亘っ

て波エネノレギー吸収効率が向上する。

2)ハーバー付き空気室を空気室幅程度の間隔

で離して並列配置することにより，三次元効

果が現われ，吸収効率は一層向上する。

3)乙のようなハーパー付き空気室のハーパー

長さが空気室奥行の2倍程度のとき，?短周期

側においても吸収効率のピーク値が出現し，

「マルチレゾナンス型Jの波エネルギー吸収

装置となる。

7. おわりに

沿岸固定式波力発電装置は，装置自体がコンパ

クトであることから，建造，設置およびメインテ

ナンスが容易であり，小規模の波力発電装置とし

て実用化寸前にある。なかで、も，港湾整備事業の

一環として建設される防波堤に，図17'と示すよう

に組み込まれる方式は，空気室が消波の役割りを

果すため消波ブロックが不要となることから，建

設コストも安価になるとされている。そして，こ

のような防波堤組込み型波力発電装置は，複数基

が設置され運転されることになるであろう。

一方. fi海明」のような浮体型式の波力発電装

置についても，複数基を並列して設置する乙とに

より大規模発電を目指すが，複数装置による効果

についても検討しなければならない。

そこで，このような問題について検討を進め，

ζヲコ
富良

ハーパー

図17 防波提組込み型波力発電装置

W a we power device fi xed in a 

breake water 

JAMSTECTR 17 (1986) 



可能性とその効果を推測するため，乙の研究が行

われた。しかし，今後さ らに不規則波中，斜め波

中など数多くの条件下での研究を行い，実機装置

に関する技術を開発する必要がある。

最後に，本研究を進めるにあたり貴重など助言

を賜りました東海大学海洋学部海洋土木工学科酒

匂敏次教授ならび、に運輸省港湾技術研究所水工部

波エネノレギー研究室高橋重雄室長に厚く御礼申 し

あげます。
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